
人はなぜ争うか

20231111 人を怒らせる→け

んか→国→戦争
隣同士の土地争い

いやなことをされ

る→他にすると少

し楽になる

カピバラの入浴→

浴槽が同じだとけ

んか→別々の浴槽

に入れる

嫁・姑の争い

自然の本能

なわばり、テリト

リー

家族の間の争いは

がまんするしかな

い

家族のテリトリー

は我慢しずらい

私の主観と他者の主

観→考え方、価値観

の違い

主観→有利か不利

か→利害関係

動物に自我はある

か

人間と動物の違い人間→家族、共同

体、国家、社会

争いの結果→怒り→

暴力→命を脅かす

戦争反対→自分も

戦争をいやだと思

う

価値観が違うと殺

す人、そうでない

人

人間も動物

車の急な車線変更

でハザードランプ

点滅の礼なし

怒りを感ずる

等価交換、見返り

を求める

命の危険に対する

怒り

愛することと憎悪、

裏腹で一体のもの

隣人を自らのごと

く愛せよ

愛の欲動→支配欲

動を必要とする「蜘蛛の糸」→人

間の欲望のあり方

地獄、極楽→人間

の心の態様

テリトリー→人間

関係（業）の深さ

→共同体→階層が

ある

女性性→仏教の特

徴

男性性と女性性の

融合

やられたらやり返

す

権利→平等？→平

等ではない

執着→支配欲、所

有欲

相互依存はしてよ

い

利他と自己

人間は矛盾する存

在

権利→縄文時代以

前は女性（母系）

社会→原始共産制

弥生時代→農耕社

会→権力（共同体

の暴力）により従

わせる

戦争はなかった

戦争となった自分の関係の中で

死にがいを求めて

生きている

人間は動物と違う

のか？

利害の対立、意見

の対立

腕力（暴力）で意

見を押し通す

殺して、脅す



戦争や争いを排除

できるのか

競争の中で自分の

価値、意味を感じ

ていた

競争は戦いか？ 競争は進歩の原動

力→生産性の向上

江戸時代の身分制

→競争なし 明治維新→身分制

がとっぱらわれ→

勝ち負けの競争の

世界

勝ち負け→格差を

生じる

逆に格差が大きす

ぎて今は競争にな

らない

判断基準は優位性

の確保

生命の存在本能

気が付かないうち

に競争の中にいる

「出る杭にならな

い」という傾向

「みんな同じ」→

争いを避けている

争い→価値観以前

の利害の対立

競争→「生産性」

という共通の価値

観での争い脳の一部を取る手

術→ロボトミー

攻撃性を取り去る
もはや第三次世界

大戦に入っている

と言われている

AIに管理しても

らった方がよいの

ではないか

AIに委ねるのでな

く、自分を信じる

とかげ脳（反射

脳）：脳幹→生命

維持（心拍、呼吸、

摂食、飲水、体温

調節、性行動）→

生きるための脳

（防衛本能）

哺乳類脳（情動

脳）：大脳辺縁系

→「喜び・愛情・

怒り・嫌悪」衝動

性の感情制御→感

じるための脳

人間脳（理性

脳）：大脳新皮質

→認知能力、言語

機能、学習能力、

創造的思考能力、

空間把握能力→考

えるための脳

脳の三位一体仮説

（人間の三大欲

求）

人間の欲動（欲

望）には2種類ある

（フロイト）

生を統一し守ろう

とする欲動→生き

ようとする欲動、

欲望

破壊し殺害しよう

とする死の欲動、

欲望

愛と憎悪の対立

＋と－のせめぎあ

いによりより高次

の感情、理性へ

内部に向かう→良

心

外部に向かう→破

壊

人間の攻撃的傾向

→死の欲動は止め

ようがない

戦争という表現を

出さないようにす

る

人間と人間の感情

的絆、共感→戦争

を防ぐ役割

知性が欲動を制御 攻撃性を内部に向

けて良心に


